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１．目 的

生ごみ処理装置を有効に活用し，普及させるた

めには，その発生する臭気を抑える必要がある。

そこで，発生臭気の処理技術として，高機能微

（ （ ）生物法 海洋性従属栄養細菌 Viblio Alginolyticus
を用いる）及び固定化微生物法（活性汚泥を用い

る）による脱臭装置を設計するための諸因子を把

握する。加えて，これらの補完技術として，吸着

剤や機能性土壌を用いた吸着除去法を組み合わせ

る脱臭技術について検討し，装置設計の諸元，各

種脱臭方式の得失比較などを行い，生ごみ処理装

置の脱臭方法を確立する。

２．方 法

２．１ 生ごみ処理装置から発生する臭気成分

エアー循環型中型生ごみ処理装置（処理能力

／日）から発生する臭気成分について，ｶﾞｽ50kg
ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析装置や，定電位電解方式のアン

モニア自動測定器を用いて測定分析した。

２．２ 脱臭試験

生ごみ処理臭気の除去技術の開発のため，高機

能菌，固定化菌を用いた脱臭装置を試作し，装置

の設計因子，操作因子を把握した。ついで，機能

性土壌，活性炭を用いた脱臭法を組み合わせて，

中型生ごみ処理装置の脱臭実験を実施し，臭気強

度，アンモニア濃度等を測定して，脱臭効果を把

握した。

３．結果と考察

３．１ 生ごみ処理装置から発生する臭気成分

ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析装置で検出された主な物

質を に示す。発酵初期では，アルデヒド類，表１

テルペン類等約 種類の物質が検出され，発酵50
100ピーク時では，硫黄化合物，テルペン類等約

種類の物質が検出された。なお，テルペン類の発

生は，木質系資材と生ごみに由来すると考えられ

た。

また， の物質とアンモニアについて，推定表１

臭気濃度（嗅覚閾値で除した値）を計算して臭気

濃度に対する寄与率（推定臭気濃度の合計値に対

する割合）を求めたところ，発酵初期では，アル

デヒド類，テルペン類及びアルコール類が，発酵

ピーク時では，硫黄化合物，テルペン類及びアン

モニアが，臭気の原因物質であることが判った。

アンモニアの連続測定では，生ごみ投入後に，

アンモニア濃度は 程度に下がり，発酵槽10ppm
の温度の上昇より５時間程度遅れて上昇し，最高

で約 程度になった。このことから，エア120ppm
ー循環型生ごみ処理装置では，生ごみ投入時にア

ンモニアが投入した生ごみ中に吸収されたり，循

環エアー中の水分とともに凝縮して除去されるた

め，通常の生ごみ処理装置と比べてその濃度が低

いことが分かった（ 。図１）

３．２ 脱臭試験

実験室規模（実装高機能菌，固定化菌を用いて

置の1/50～1/100の規模）の脱臭実験（ )を行図２

い，装置の設計因子，脱臭装置の操作因子を把握

し，装置の設計諸元を作成した。

高機能微生物法＋機能設計諸元により作製した

性土壌法（処理系統１とする）及び固定化微生物

法＋活性炭法（処理系統２とする）脱臭実験装置

50を用いて，中型生ごみ処理装置（排出ガス量

／ ）の脱臭試験を実施したところ次の結果ç min
を得た。

処理系統１及び処理系統２と中型生ごみ処理装

置に付属する触媒酸化方式脱臭装置の脱臭効果を

調査したところ次のとおりであった。

中型生ごみ処理装置の処理前臭気のアンモニア

濃度は０～ ，臭気強度は，４～５程度で120ppm
， ，あり 処理系統１と触媒酸化方式による脱臭後は

ppm 1.5 2.5アンモニア濃度は０ ，臭気強度は， ～

程度（脱臭目標は臭気強度 以下）で，良好に2.5
脱臭されていた。また，処理系統２については，

アンモニアの処理効率が上がらなかったが，活性

汚泥液を更新すると，アンモニア濃度が下がり，

臭気強度も 以下に下がった （ ， ）2.5 。 図３ ４

４．まとめ

生ごみ処理装置の脱臭技術として，高機能菌，

実験室規模の脱臭実験を行い，固定化菌を用いて

装置の設計因子，操作因子を把握して脱臭装置の

設計諸元を作成した。また，生物脱臭法を補完す

る技術として，吸着剤，機能性土壌を用いた脱臭

法を組み合わせて，中型生ごみ処理装置の脱臭試

験を行い，脱臭効果を把握したところ，脱臭目標

の臭気強度2.5以下になった。
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このことから，生物脱臭方式と吸着脱臭方式を

組み合わせることにより多種類の臭気物質を効率

的に除去できることがわかった。

生物脱臭装置は，薬品を使用せず，廃棄物も少

ないため，環境にやさしい脱臭方式である。

これらの脱臭技術を利用して臭気発生を抑える

ことにより，生ごみ処理装置の普及が図れる。

表１ 中型生ごみ処理装置から発生する臭気物質

発酵初期 発酵ピ－ク時ｸﾞﾙｰﾌﾟ名
ｱﾙｺｰﾙ類 ｴﾀﾉｰﾙ，n-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ，i-ﾌﾞﾀﾉ ｴﾀﾉｰﾙ，n-ﾌﾟﾛ

ｰﾙ ﾊﾟﾉｰﾙ，2-ﾌﾞﾀﾉｰﾙ，i-ﾌﾞﾀﾉｰﾙ
硫黄化合物類 二硫化ﾒﾁﾙ ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ，硫化ﾒﾁﾙ，二硫化ﾒ

ﾁﾙ，n-ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ，i-ﾌﾟﾛﾋﾟ
ﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ類 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ i-ﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 3-ﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ，2-ﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙｱ， ，
3-ﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ，2-ﾒﾁﾙﾌﾞ ﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
ﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

酢酸ﾒﾁﾙ，3-ﾒﾁﾙﾌﾞﾀﾝ酸ｴｽﾃﾙｴｽﾃﾙ類 酢酸ｴﾁﾙ
，ﾒﾁﾙｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｹﾄｹﾄﾝ類 ｱｾﾄﾝ，ﾒﾁﾙｴﾁﾙｹﾄﾝ，ｼﾞｴﾁﾙｹﾄﾝ ｱｾﾄﾝ，ﾒﾁﾙｴﾁﾙｹﾄﾝ

，ｼﾞﾒﾁﾙﾍｷｻﾝ，ﾒﾁﾙﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ，MIBK
ﾉﾝ

， ， ， ， ，ﾃﾙﾍﾟﾝ類 αｰﾋﾟﾈﾝ,βｰﾋﾟﾈﾝ ﾘﾓﾈﾝ ｻﾋﾞ αｰﾋﾟﾈﾝ,βｰﾋﾟﾈﾝ ﾘﾓﾈﾝ ｻﾋﾞﾈﾝ
ﾈﾝ，ﾃﾙﾋﾟﾈﾝ ﾃﾙﾋﾟﾈﾝ

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ，ﾄﾙｴﾝ，ｷｼﾚﾝ芳香族炭化水素類 ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ ，ﾄﾙｴﾝ，ｷｼﾚﾝ
鎖式飽和炭化水素類 ﾃﾞｶﾝ ，ｳﾝﾃﾞｶﾝ，ﾄﾞﾃﾞｶﾝ ﾃﾞｶﾝ，ﾉﾅﾝ

図1　アンモニア濃度の経時変化の一例
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図2　生菌数とアンモニア脱臭効率
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図3 アンモニア濃度経日変化
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図4 臭気強度経日変化
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